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子化の進行

みんなで子育て 地域で子育て

少

資料：2010（平成 22）年までは総務省統計局「国勢調査」、2015（平成 27）年以降は
　　　国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 25 年３月推計）」

○子ども包括支援センターの設置
　・妊娠期から子育て期までの、切れ目のない支援を実施
　・さまざまな不安・疑問・相談に対応するため、保健師
　と臨床心理士を配置
○中学生までの子ども医療費の無料化
○きめ細やかな学習指導を行うための体制整備
　・全ての小学校で 35 人以下の学級編制とするための講
　師を配置
○働きながらでも安心して預けられる保育環境の整備
　・職場への復帰などに向け、０歳児、１歳児の受け入れ
　を確保するため、保育施設の拡充・整備を実施予定
　・病児・病後児保育、一時保育の実施

　本市の年少人口（14歳以下）は、1980年代において横ばいとなった時
期がありましたが、長期的には減少傾向が続き、1990（平成２）年には
老年人口を下回りました。また、2010（平成 22）年における年少人口の
割合は13％ですが、2040年には９％まで減少すると推計されます。

子 育て支援の推進
みんなで子育て 地域で子育て

安心して笑顔で子育てできるまちへ

　今や全国的な課題となっている少子化の問題。国や自治体によ
る子どもを安心して出産し、健やかに育つことができる環境整備
のための施策や事業主による雇用環境整備の取り組みが進められ
ていますが、少子化に歯止めがかからないのが現状です。
　また、核家族の増加や地域ネットワークの希薄化など、育児や
子育てを取り巻く環境は、一段と厳しさを増しています。
　安心して笑顔で子育てができるように、瀬戸内市の子育て支援
や取り組みを紹介しながら、これからの子育てについて考えてみ
たいと思います。

○外国語教育・活動の充実（各学校・園へ ALT を配置）
　・授業時間以外でも休憩時間などに ALT（外国語指導助
　手）と触れ合える体制を整備
　（公立保育園については、平成 29 年度から実施予定）
○支援が必要な子どもへの適切な支援
　・一人一人の状況に応じたきめ細やかな支援を行うため、
　臨床心理士による保育園・幼稚園の巡回指導を実施
　・各学校・園の状況に応じて、保育園への保育士の追加
　配置や、幼・小・中学校に支援員を配置
○教育施設の整備充実
　・全ての幼・小・中学校に高効率空調機および LED 照
　明を順次設置（平成 29 ～ 31 年）

　少子化が進行する中、子育て支援を
進めるには、市民一人一人が少子化や
子育てについて関心を持ち、子育て家
庭、地域、市が連携・協働して取り組
んでいくことが重要です。市の子育て支援施策

【瀬戸内市の年齢３区分別人口の推移】
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栄
養
委
員
は
、
健
康
づ
く
り

に
お
け
る
食
の
重
要
性
や
、
地

産
地
消
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
食
に
関
す
る

知
識
を
伝
え
広
め
て
い
ま
す
。

　
食
育
活
動
で
は
、
小
・
中
学

校
で
行
う
調
理
実
習
へ
の
協
力

の
ほ
か
、
親
子
料
理
教
室
で
朝

食
の
重
要
性
な
ど
の
助
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
離
乳
食
講
習
会
や
乳

幼
児
健
診
な
ど
で
、
市
の
特
産

物
を
使
用
し
た
試
食
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
中
は
、
子
ど
も
た
ち

に
で
き
る
だ
け
手
作
り
で
、
野

菜
た
っ
ぷ
り
の
料
理
を
作
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
サ
ロ
ン
と
は

　
子
育
て
サ
ロ
ン
は
、
引
っ
越
し

て
き
た
ば
か
り
で
知
り
合
い
が
い

な
い
、
子
育
て
に
役
立
つ
情
報

が
欲
し
い
、
ち
ょ
っ
と
し
た
支
え

合
い
の
で
き
る
仲
間
を
つ
く
り
た

い
、
そ
ん
な
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
が
集
ま
る
憩
い
の
場
で
す
。

　
子
育
て
サ
ロ
ン
で
は
、
地
域
の

身
近
な
施
設
を
利
用
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
が
、
一
緒

に
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ロ
ン
ご
と
に
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
や
お
も
ち
ゃ
を
使
っ
た
遊

び
な
ど
が
あ
り
、
親
子
で
ゆ
っ
た

り
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子

ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
お
母
さ
ん
同

士
の
交
流
・
情
報
交
換
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

離乳食講習会

菅
す が ぬ ま

沼朋
と も な

奈さん　　栄
さかえ

佳
よ し こ

史子さん　 山
や ま や

谷千
ち さ

紗さん
　　蒼

そ う た

太ちゃん　　結
ゆ あ

彩ちゃん　　　 咲
さ な

奈ちゃん
　　　　（０歳）　　　　（０歳）　  　　　  （０歳）

山
谷
さ
ん　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
で
、
家
に

い
る
と
き
よ
り
ゆ
っ
く
り
お
話
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
近
い
月
齢
の
子
ど
も
を

持
つ
友
達
が
で
き
て
、
子
育
て
の
悩
み

を
相
談
し
や
す
い
の
が
い
い
で
す
ね
。

栄
さ
ん　

月
ご
と
で
サ
ロ
ン
の
内
容
が

違
う
の
で
、
そ
れ
を
楽
し
み
に
来
て
い

ま
す
。
サ
ロ
ン
以
外
に
は
、
保
育
園
の

一
時
保
育
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
保

育
料
が
も
う
少
し
安
く
な
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

菅
沼
さ
ん　

サ
ロ
ン
で
知
り
合
っ
た
人

と
お
話
し
て
、
育
児
の
悩
み
や
ス
ト
レ

ス
を
発
散
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
、
土

日
に
外
で
遊
べ
る
と
こ
ろ
が
も
っ
と
あ

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

Interview

栄養委員会会長　松本玲子さん

Interview

愛育委員会会長　奥田悦代さん

名称 主な活動拠点 主な開催日 連絡先☎

子育てサロン「ゆめっ子」 ゆめトピア長船 毎月第３火曜日 山崎清子さん　0869 -26 -6059

チビッコサロン 福岡ふれあいプラザ 毎月第３木曜日 藤本好子さん　090 -3374 -8188

ママカフェ　野いちご 福田子育て支援センター 毎月１回（金曜日） 福田子育て支援センター　0869 -24 -0020

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
と
は

　
赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
育
っ
て

い
く
こ
と
や
お
母
さ
ん
が
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
誕
生
し
た
す
べ
て
の
赤

ち
ゃ
ん
の
家
庭
を
保
健
師
が
訪
問

し
て
い
ま
す
。

　
訪
問
時
に
は
、
産
後
の
お
母
さ

ん
の
体
調
も
含
め
、
赤
ち
ゃ
ん
に

関
し
て
気
に
な
る
こ
と
や
心
配
な

こ
と
に
つ
い
て
相

談
に
乗
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の

際
に
体
重
測
定
や

市
の
母
子
保
健

サ
ー
ビ
ス
の
紹

介
、
予
防
接
種
の

案
内
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

▽市内の子育てサロン

栄 養 委 員 の 活 動

愛 育 委 員 の 活 動
　
愛
育
委
員
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま

れ
た
家
庭
を
訪
問
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の

誕
生
を
お
祝
い
す
る
手
紙
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
渡
し
て
い
ま
す
。

　
乳
幼
児
健
診
の
案
内
を
届
け
る
際

は
、「
何
か
心
配
な
こ
と
が
あ
っ
た

ら
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
声
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
健
診
の
お
手
伝
い

や
親
子
ク
ラ
ブ
、
子
育
て
サ
ロ
ン
に

も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
中
は
大
変
で
す
が
、
子
ど

も
の
笑
顔
を
活
力
に
し
て
、
子
育
て

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

赤ちゃん訪問 （乳児家庭全戸訪問事業）

愛育委員による訪問

Interview

子 育 て サ ロ ン
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
子
育
て
家
庭
や

地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
い
、

子
育
て
親
子
が
情
報
交
換
や
交
流

で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
親
子
で
一
緒
に
で
き
る

遊
び
な
ど
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り

を
支
援
し
た
り
、
子
育
て
の
不
安

な
ど
を
解
消
す
る
た
め
、
子
育
て

に
関
す
る
知
識
や
経
験
豊
か
な
保

育
士
に
よ
る
相
談
・
情
報
提
供
な

ど
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

名称 連絡先☎
牛窓ルンビニ子育て支援センター 0869-34-2309
あいあい保育園子育て支援センター 0869-34-9330
長船ちとせ保育園子育て支援センター 0869-26-3988
邑久子育て支援センター 0869-22-0222
福田子育て支援センター 0869-24-0020

みんなで子育て 地域で子育て

  牛窓親子クラブ  長船町おやこクラブ

  今城おやこクラブ

活動場所 ゆめトピア長船（長船町土師）など

現会員数 大人 30 人、子ども 40 人（平成 28 年 12 月現在）

会員から
一言

人数の多い明るく元気なクラブです。季節の行事
やいろんな体験をしながら楽しく活動していま
す。一緒にすてきな思い出をつくりませんか。

活動場所 牛窓ルンビニ子育て支援センター（牛窓町牛窓）、
あいあい保育園子育て支援センター（牛窓町鹿忍）

現会員数 大人 20 人、子ども 24 人（平成 28 年 12 月現在）

会員から
一言

親子みんなで楽しく活動しています。牛窓地域だ
けでなく、市内在住であれば、どなたでも入会で
きます。一緒に楽しい時間を過ごしましょう。

活動場所 今城コミュニティセンター（邑久町向山）など

現会員数 大人 12 人、子ども 12 人（平成 28 年 12 月現在）

会員から
一言

グループの規模は小さいですが、和気あいあいと
親子で楽しく活動しています。一緒に楽しい時間
を過ごしましょう。

活動場所 邑久子育て支援センター（邑久町尾張）など

現会員数 大人 22 人、子ども 22 人（平成 28 年 12 月現在）

会員から
一言

たくさんのお友達と今しかできない活動を通し
て、すてきな思い出をつくりませんか。新しいお
友達の入会をお待ちしています。

Interview

【親子クラブの問い合わせ・申込先】
　・各子育て支援センター（右ページ参照）
　・健康づくり推進課　☎ 0869 -24 -8033
※長船町おやこクラブの申込書と受付ＢＯＸは、
　ゆめトピア長船、長船町公民館にあります。

それぞれのクラブでは、新しい会員を募集しています。
市内在住の未就園の子どもとその保護者であれば、
いつでも入会できます。
あなたも親子クラブで仲間づくりをしませんか。

七夕会

クリスマス会

電車で遠足 いちご狩り

  おくげんきっこクラブ

　子育て支援センターで実施する内容は各
支援センターで異なりますので、以下の連
絡先に直接お問い合わせください。
　また、子育てに関する相談（来所・電話・
訪問）も受けています。不安やちょっとし
た困りごとでもお気軽にご相談ください。

山
崎
さ
ん　

２
人
目
が
生
ま
れ

て
、
再
度
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
は
、
家
の
中
よ
り
も
広
く
て

遊
び
相
手
も
お
も
ち
ゃ
も
い
っ
ぱ

い
あ
る
の
で
、
子
ど
も
が
の
び
の

び
遊
べ
る
の
が
い
い
で
す
ね
。
セ

ン
タ
ー
で
は
、
上
の
子
が
ぐ
ず
る

こ
と
も
な
い
の
で
、
私
も
ゆ
っ
く

り
過
ご
せ
ま
す
。

井
野
戸
さ
ん　

３
年
ぐ
ら
い
前
か

ら
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
幼
稚
園
な
ど
に
入
る
前
に
子

ど
も
の
友
達
が
で
き
る
し
、
他
の

お
母
さ
ん
と
も
仲
良
く
な
れ
る
の

で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
相
談
で
き

る
の
が
い
い
で
す
ね
。
瀬
戸
内
市

は
、
外
で
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
少
な
い

の
で
、
も
っ
と
増
え
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

▽市内の子育て支援センター

親 子 ク ラ ブ

子 育 て 支 援 セ ン タ ー

各クラブでは、クッキングや
七夕会、クリスマス会、い
ちご狩りなど、季節に合わ
せて楽しく活動しています

親
子
ク
ラ
ブ
と
は

　
親
子
ク
ラ
ブ
は
、
親
子
の
交
流

を
通
し
て
、
地
域
で
子
育
て
を
し

て
い
る
み
ん
な
が
手
を
つ
な
ぎ
、

よ
り
良
い
子
育
て
を
目
指
し
て
い

る
会
で
す
。

　
地
域
の
未
就
園
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
が
、
季
節
の
行
事
な
ど

を
楽
し
み
、
親
子
同
士
の
交
流
を

通
し
て
、
親
も
子
も
仲
間
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
各
ク
ラ
ブ
の
仲
間
同
士

の
交
流
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人

と
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。
保

育
園
児
や
幼
稚
園
児
と
交
流
し
た

り
、
小
学
校
の
運
動
会
に
参
加
し

た
り
し
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
年
１
回
、
４
ク
ラ

ブ
合
同
の
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
交
流
会
で
は
、
親
子
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
ふ
れ
あ
い
遊
び
な

ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
他
の
ク
ラ

ブ
の
親
子
と
交
流
し
て
い
ま
す
。

　
親
子
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
同
士

が
子
育
て
を
す
る
上
で
の
喜
び
や

悩
み
を
共
有
し
、
子
ど
も
と
一
緒

に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

井
い の と

野戸ゆかさん　  山崎みどりさん
　　　琉

る い

色ちゃん　　  志
し の

乃ちゃん（０歳）
　　　　　（３歳）　　  真

ま こ

子ちゃん（１歳）
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子
育
て
広
場
づ
く
り

　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

　
近
年
、
子
育
て
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
様
変
わ
り
し
、
核
家

族
の
増
加
や
、
転
入
が
多
い
地
域

で
は
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
さ

か
ら
、
子
育
て
に
不
安
を
持
つ
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

協
働
に
よ
る
子
育
て
支
援
の
充
実

が
必
要
と
考
え
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
本
年
度
か
ら
、
子
育

て
仲
間
が
集
う
場
所
（
こ
こ
で
は

「
子
育
て
広
場
」
と
い
う
）
づ
く

り
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、

既
存
の
公
園
な
ど
の
活
用
を
踏
ま

え
た
子
育
て
広
場
の
構
想
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
親
子
ク
ラ
ブ
の
役
員
な
ど
で

構
成
さ
れ
た
「
瀬
戸
内
市
子
育
て

広
場
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
中
の
人

を
含
め
、
子
育
て
広
場
の
担
い
手

を
育
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育

て
に
温
か
い
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

子育て中の概ね 20 ～ 30 代のお母さんに
　　　　　　　　　インタビューしました！

子育て広場推進協議会会長　上野洋子さん

Interview

みんなで子育て 地域で子育て

　
子
育
て
広
場
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
遊
ば
せ

ら
れ
る
場
所
、
親
同
士
が
関
わ
れ
る

場
所
、
子
育
て
に
つ
い
て
相
談
で
き

る
場
所
が
欲
し
い
と
い
う
お
母
さ
ん

た
ち
の
要
望
を
取
り
上
げ
て
、「
理

想
的
な
広
場
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
遊
ん
で
い

て
、
お
母
さ
ん
た
ち
も
息
を
抜
く
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
市
民

が
い
る
、
そ
の
和
や
か
な
雰
囲
気
を

見
た
と
き
に
、
こ
れ
が
幸
せ
の
象
徴

な
の
か
な
と
す
ご
く
感
じ
ま
し
た
。

　
子
育
て
広
場
の
充
実
が
、
市
の
幸

せ
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
、
こ
こ

に
す
べ
て
が
集
約
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

□ 自然の力を生かし、異年齢が交わって遊び、育つ場
□ 子どもを中心に、多世代が集うにぎわいの場
□ ボランティアや地域の人、さまざまな団体の活躍の場
□ 今あるものや人、施設を生かして皆で作り上げる場

子 育 て 広 場 づ く り プ ロ ジ ェ ク ト

瀬戸内市らしい「子育て広場」とは？

遊ぶことで、人と人、人と地域がつながる場
みんなで子どもを育て、自らも育つ場

「公園」について
　・友達がたくさんいる公園で子どもを遊ばせたい。
　・子どもが遊べる遊具のある公園が少ない。
　・トイレや授乳・オムツ替えスペースが充実していれば使いやすい。

「外遊び」について
　・歩けるようになったら、外遊びに連れていきたい。
　・外遊びのときには、他の親子もいてほしい。
　・子どもは外遊びや水遊びが大好きなので、できるだけ外で遊ばせたい。

地域や多世代などとの「交流」について
　・ママ友が欲しいので、ママや子どもがいるところに行きたい。
　・同じような年齢の子どもがいる場所は行きやすい。
　・お年寄りとの交流があった方がいい。いろいろ教えてもらえる。

　「子どもたちが遊んでいる姿が見える」ということは、とても大切なことでは
ないでしょうか。遊んでいる子どもたちを見たり、子どもの声が聞こえたりする
ことは、地域が子どもに配慮し、危険なく過ごせているという証拠です。
　安心して笑顔で子育てできるまちへ向け、みんなの力を合わせて、瀬戸内市ら
しい「子育て広場」をつくり育てていきませんか。

子育て広場の充実が市の幸せに

　本プロジェクトでは、８月に邑久子育て支
援センターで親子体験型ミニワークショップ
を実施、９月には岡山市、備前市の公園やプ
レーパークを視察しました。
　10月には、瀬戸内市民図書館前の芝生で
読み聞かせやカフェ、邑久スポーツ公園の冒
険の森ではプレーパークを実施しました。
　また、12月には地域づくりセミナーを開
き、今後の子育て広場について、参加者で意
見を出し合いました。

邑久スポーツ公園で行われたプレーパーク


